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国
際
勢
…働
立
法
の
開
拓
者

河

田

嗣

郎

一
八
三
三
年

の
英
國
工
場
法
が
獲
布
せ
ら
れ
て
以
來

は
労
働
に
關
す
る
立
法
が
諸
国
に
行
は
る
Σ
と

に
な

っ

た
が
、
諸
国
間

に
於
け
る
脛
濟
競
争
の
結
果
噸

国
際
規

約

に
依
り
勢
働
立
法
を
共
通
に
す
る
必
要
が
威

ぜ
ら
る

る
に
至
り
、
其
事

一
八
八
○
年
に
於
て
先
づ
瑞
西
に
依

て
試
み
ら
れ
、
次
で

一
八
九
〇
年
に
凋
逸

に
於
て
試
み

ら
れ
、
終

に

一
九
〇
〇
年
に
至

っ
て
諸
國
の
代
表
者
巴

第
十
二
巻

(第
五
號

一
五
九
)

八

一
七

一、ゴ～一一}、{-
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離
・
簸

圃
際
舞
働
立
法
の
開
拓
者
h

里

に
脅
し

て
、、
勢
働

立
法
国
際
協
會

の
組
織
を

見
る
に

至

つ
陀
。
此

の
協
會

は

バ
L
ゼ

ル
に
國
際

労
働

局

二

九
〇

一
年
一

一
九

二
〇
年
)
を
置
き
労
働
保
護
に
關

す

る
国
際
規
約

の
成
立
を
促
す

べ
く
大

い
に
努
力
す

る

所
が
あ
っ
た
。

即
ち
其
の
事
業
ε
し
て
は

一
面
に

明
言

b⇒
毎
会
昌
o
{

些
o
H塁
○
「母
ま
コ
巴
O
翫
6
。
を
腰
行
し
て
諸
国
の
勢
倒
立

注
に
關
す
る
報
告
を
寫
す

ε
同
時
に
、
他
方

に
於
て
は

實
際
的
に
勢
働
立
注
に
閲
す
る
国
際
規
約
を
實
現
せ
し

む
る
に
努
め
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
其
の
努
力
の
結
果

ぽ
終

に

一
昨
年
に
於
け
る
巴
里
平
和
會
議
に
於
て
表
は

れ
來
.U
、
勢
働
立
法
に
關
し
諸
国
が
共
同
の
規
約
を
結

ぶ
ご
ざ
に
閲
し
て
は
や
平
和
條
約
の
第
十
三
篇
に
其

の
,

規
定
を
見

る
に
至

っ
た
。

年
和
條
約
の
此
の
規
定
に
從
て
今
や
聯
盟
諸
国
は
常

設
の
機
関
を
榿
く
こ
ご
N
な
り
、
勢
働
紹
會
ε
国
際
勢

働
事
務
.局
の
設
.世
を
見
る
に
至
っ
た
Q
前
者
は
毎
年

一

回
開
催

せ
ら

る
＼
も
の
で
、
緩
着

ぼ
嬰
働
理
事
會
の
管

理
に
厨
し
、

噛
九

二
〇
年
八
月
以
来

ジ
ユ
ネ
ー
ヴ
に
畳

か
る
、
こ
ご
鵡
な

っ
た
。
而
し
て
勢
働
総
會
は
人
も
知

第
十
二
巻

(第
五
號

一
六
〇
)

八

一
入

る
如
く

一
九

一
九
年
十
月
に
其
の
第

}
回
を
華
府
に
開

き
、
第
二
回
を

　
九
二
〇
年
⊥
ハ
、
レ
響
丹
ぜ
/
ア
に
開
催
　

し
、
本
年
叉
其
の
第
三
回
を

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
開
か
ん
ε

し
て
居
る
。

斯
く
新
把
に
國
際
聯
盟
に
依
て
其

の
常
設
機
關
の

一

ε
し
て
国
際
勢
働
事
務
局
が
設
榿
さ
る
＼
こ
ε
Σ
な

っ

た
矯
め
に
、
鍵

に
勢
働
立
法
国
際
協
會
に
依

っ
て
造
ら

れ
た
る
バ
ー
ゼ
ル
の
国
際
勢
働
局
は
自
然
廃
止
ぜ
ら
る

る
こ
ε
ξ
な

っ
た
。
そ
し
て
勢
働
立
法
國
際
協
會
は
本

年
開
か
る
＼
勢
働
総
會
を
機
曾

に
大
曾
を
開

い
て
、
今

後
の
活
動
に
關
し
て
熟
議
を
凝
ら
す
こ
ε
」
し
て
居
る

の
で
あ
る
。

労
働
立
法
.に
附
す
る
國
際
的
共
同
が
今
日
の
域
に
迄

…進
み
來
つ
た
に
就

い
て
は
「
算
勘
.立
法
國
際
協
會
の
貢

献
せ
し
所
は
決
し
て
勘

か
ら
ざ
る
次
第
で
、
其
功
浸
す

べ
か
ら
ざ
る
も
の
が
あ
.る
。
今
後
も
術
ほ
其
の
活
動
に

待

つ
所
が
少
く
な

い
で
あ
ら
う
。
そ
の
解
散
説
も
考

へ

ら
れ
て
居
る
や
う
だ
が
、
私
は
そ
の
能
く
永
縅
し
て
氣
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蓮

の
先
導
者
た

ら
ん
こ
ざ
を
矚
望

す
る
者

で
あ

る
。
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